
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

第１回 地域包括ケアシステム特別オープンセミナー 

「地域包括ケアシステムの長期的ビジョン -２０４０年を見据えて-」 
平成 27 年 7 月 17 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演 

 

「2040 年を見据えた地域包括ケアシステムの論点」 

 

田中 滋 氏  （慶應義塾大学 名誉教授） 

 

 

 

 

 

 

 

IHEP

一般財団法人 医療経済研究･社会保険福祉協会 

医療経済研究機構 
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2015年7月17日
医療経済研究機構

地域包括ケアシステム特別オープンセミナー

慶應義塾大学

田中滋
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65歳以上人口

2040年：最大(3,870)、その後20年でΔ400

75歳以上人口

2025年：増加趨勢急ブレーキ(700/15Yr.)*3
2030年：第一回ピーク(2,280)
2045年：増加再開

2055年：最大(2,400)
出所：国立社会保障・人口問題研究所データ
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80歳以上人口
2059年：最大(1,750)

90歳以上人口
2060年：まだ増加中(583)

100歳以上人口
2050年：最大(70)、次の10年で1割減

死亡数
2040年：最大(166) <2030-50>
2040年：女性死亡数

出所：国立社会保障・人口問題研究所データ
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介護保険財政：給付対象

都道府県間・市町村間格差

高齢者の経済格差

高齢者の社会格差

生産年齢人口と介護人材

認知症
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中重度要介護者

虚弱高齢者～軽度要介護者

生活者（高齢者一般・障がい者・児童）

住まいと住まい方

展望①
鍵概念：「統合」の4つの側面

地域完結型の『治し支える医療』

急性期入院患者の変容
「疾患・病態・要介護状態と共に生活に戻す」

「他種の病床・老健等に移る」

多段階連続工程化

インターフェースの重要性：入退院マネジメント

医療の主役

急性期入院医療→地域包括ケアシステムの
一環を担う生活医療(含む在宅医療)
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専門職団体の役割増大

三師会

看護師・PT/OT/ST・栄養士・歯科衛生士等

ケアマネジャー・介護福祉士・社会福祉士等

疾患管理を踏まえた介護

医療と介護の同時工程化

「同じような病態を繰り返す」
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対比概念からの脱却

「在宅ときどき施設」(在宅は広義）

「在宅、最後は施設」(ケースによって)

目標：在宅限界引上・急性期医療機能確保

手段：施設にあって在宅にないものは

在宅生活の安心感を支える医療と介護
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介護＝悪化予防：リハビリテーション

介護保険法第4条

虚弱高齢者

食・運動・外出

介護保険給付サービス従事者のプロ性必要度

互助(後述)
家計内生産労働の機会費用

地元商業等
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介護保険法第1条
セルフケア意識

共生意識＝人材・互助

生活の質の向上＝地域社会の質の向上

社会福祉ニーズ
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自宅利用の機会費用

街づくり計画・防災計画

要介護者には地域密着型

生活支援と結びつきやすい集合住宅

多世代居住

交流拠点
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新たな自助

覚悟：団塊の世代のみならず

医療機関経営：まずは地域医療構想の下
2025年の立ち位置とリンケージ

社会福祉法人経営：近代化

新たな互助 cf.自然発生的互助との違い

参加者＝利用者

地域の一般事業者

多様化：特に管理業務
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新たな共助

社会保険＋基金＋… ：イノベーション基盤

在宅医療マネジメント

ケアマネジメント

新たな公助

貧困・孤立・虐待・ネグレクト
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都道府県の役割

積み上げではない戦略的計画

プログラム化された研修教育

地域自治体の役割

地域マネジメント：資源のネットワーキング

互助のマッチング

横断型組織とプロフェッショナル：地域を知る

首長の覚悟
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田中 滋 (慶應義塾大学名誉教授) 

 

1971 年慶應義塾大学商学部卒業、1977 年慶應義塾大学助手、1981 年助教授を経て、1993

年より 2014 年まで慶應義塾大学大学院経営管理研究科教授。定年後も同研究科「ヘルスケ

アマネジメント・イノベーション寄付講座」をベースに名誉教授として研究・教育を継続。 

現在の主な公職は、医療介護総合確保促進会議座長、社会保障審議会委員（介護給付費

分科会長、福祉部会長、医療部会長代理）、中医協・医療機関の消費税負担に関する分科

会長、協会けんぽ運営委員長、日本医師会医療政策会議議長など。 

学会は日本介護経営学会会長、日本ヘルスサポート学会理事長、日本ケアマネジメント

学会理事、医療経済学会理事、地域包括ケア研究会座長、地域包括ケア・イノベーション・フォ

ーラム構想会議議長。 
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